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・多くの施設が、防災計画に関する研修・訓練や応援職員の受け入れ等に課題を感じている
・災害を想定した施設間の応援体制や合同訓練等の必要性は感じるが、実施に至っていない

社会福祉施設災害対策強化事業

被災施設(高齢者・障害者施設)の初動対応等を調査・分析① 能登半島地震の検証

事業継続計画（BCP）の観点や、震災の教訓も踏まえた内容に② 防災計画作成指針の改定

R7年度は、能登半島地震で、施設の長期休止による地域の福祉提供体制の弱体化が課題となったため、以下を実施

調査・分析で
明らかになった点

①防災計画セミナーの開催
・福祉施設職員を対象とし、改定した防災計画作成指針の解説
（県内の高齢・障害・児童福祉施設）

個々の施設の災害対応力強化 、地域の災害時相互連携体制の構築支援

各施設の防災計画の見直し、職員の防災意識の向上、
市町や地域などとの連携体制構築のため、以下の取組みを実施

R10R9R8

②市町・地域福祉施設など連携した机上訓練
・災害発生時を想定した机上訓練

※3年に一度の施設の運営指導の中で内容確認

4,596カ所

①県内全施設・事業所
（高齢者・障害者・児童保育）

②県内市町
高齢者・障害者施設

R9以降、県内の圏域において

地域で実施する予定4~5

2地域
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社会福祉施設災害対策強化事業

年間セミナーイメージ

① 福祉施設における防災計画実効性向上セミナー（全５回）

② 市町・地域福祉施設の防災連携モデル事業（2地域）

R7改定指針の解説
・BCPの基礎
・平時の取組
・緊急時の対応

 ・災害別の対応
・災害時のケア
・福祉避難所

：地域防災計画の地震想定
見直しと施設BCPへの反映

オンデマンド化

：受援計画を施設BCPに
どう組み込むか

※本来は１９市町全部の実施を目指すものだが、自治体の負担感を考慮し、各圏域での実施（４～５地域）

例：災害時を想定した、拠点施設を中心とした市町との（机上）訓練

災害の
発生

拠点施設
（特別養護老人ﾎｰﾑなど）

市町福祉
部局

市町危機部局

人・物資

近隣施設 県 長寿社会課

情報 災害時情報共有システム

報告会の
開催

訓練は他市町や施設に公開

R9以降は参加者の声も参考にし、内容の見直しを行い継続

【第1回】
ﾃｰﾏ：県の指針説明会

【第3回】【第2回】

【講師】
金沢大学
人間社会研究域
青木賢人 准教授
（R7策定委員会委員長）

【講師】
静岡県立大学
短期大学部
鈴木俊文 教授
（R7委員）

【第4回】
：防災計画の見直しと
研修や訓練事例の紹介

【講師】
群馬県社会福祉協議会
災害福祉支援ｾﾝﾀｰ
鈴木伸明 ｾﾝﾀｰ長
（ 〃 ）

【第5回】
：災害時における福祉施設の
避難判断基準について

【講師】
厚労省ＤＭＡＴ事務局
災害医療専門職
是枝大輔氏（医師）
（ 〃 ）

近隣施設

※現地＋WEB開催。受講対象は施設管理者、職員

（セミナー講師については、改定指針の策定委員会の委員を想定）
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